
協議資料 

地域活性に役立ち、より開かれた社会教育をめざして～ポストコロナを見据えた事業展開

に向けて～ 

 

１．社会教育を巡る課題の整理-君津地方社会教育委員連絡協議会研修会より- 

（１）社会の状況 

・コロナ禍の影響によりサークルの減退や消滅、地域活動の衰退など、地域の人のつながり

合いや関わり合いの変質があった。（研修会開催要項より） 

 

（２）デジタル技術の活用による環境の変化 

・世界中とつながることのできる「どこでもドア」のようなものを手に入れた。（布施報告） 

・対面とオンラインのハイブリッド方式、ブレイクアウトルームで少人数のグループワーク

を展開、手話通訳、要約筆記の積極的導入など、事業内容の変化があった。（講師報告より） 

・障害のある方たち（移動・感染リスクのある身体障がい者、対面の苦手な障がい者）の参

加の広がり、遠方（県外含む）からのオンライン参加など、参加者の広がりが見られた。 

・オンラインで複数回の事前打ち合わせが可能になるなど、事業構築プロセスの変化も見ら

れた。（講師報告より） 

 

（３）課題提起-見えないコロナから見えてきたもの- 

・オンライン活用により、これまで手が届かなかった対象などへのアプローチの可能性の広

がりなどが生まれた一方で、車に乗れない、自転車に乗れないなどで公民館まで来られない

人など多様な人がこの地域に暮らしていることに想像力を働かせることが重要ではないか。

（柴田報告） 

・デジタル社会の中で、幅広い世界の情報、知恵を地域に生かせるか、生かしてきたのか。 

また、社会参加の仕方の変質などがある中で、地域の足元を見つめ、例えば停電時にも「つ

ながる」地域をどう創るか、創ってきたのかという問題が見えてきた。「非常時・困難な状

況」だからこそ力を発揮する公民館とはどのようにあるべきか、これまでの日頃の社会教育

を振り返りながら、その解決に向けた取組を進めていくべきではないか。（布施報告） 

・課題（地域課題）とは、「ありたい社会像と現状との差異」であり、その課題を解決する

ために行う学習や活動を社会教育ととらえることができる。私はありたい社会像を「多様性

を認め合い、互いが支え合い、誰もが取り残されることのない、持続可能な地域・社会」と

考えている。コロナ禍とオンライン活用という要素が加わった中で、今日における、課題解

決のためにどのような内容・方法の社会教育活動が必要か考えたい。（講師報告） 

 

 

 

 

 

 

【研修会の概要】 

・１２月２３日（金）に君津市周西公民館で研修会を実施、２３名が参加した。 

・研修会は、コロナ禍によって「学びの機会」が大きく揺さぶられる状況を経験

した中で、改めて、いま必要な社会教育のあり方について考えるために、君津市

からの課題提起、社会教育先進地である長野県の取り組みについての講話、参加

者によるグループディスカッションを実施した。 



協議資料 

地域活性に役立ち、より開かれた社会教育をめざして～ポストコロナを見据えた事業展開

に向けて～ 

２．君津市社会教育機関の特徴的な取り組みより 

（１）各機関の社会教育実践 

・学校を核とした地域づくり、地域と共にある学校づくり（生涯学習文化課） 

・身近な範囲でのつながりや関係性を見つめなおす取組。（君津中央公民館） 

・コロナ禍での制約が続くサークル・団体活動の支援（八重原公民館） 

・外国人住民の生活支援、地域参画のきっかけづくり（周西公民館） 

・障がい者の生涯学習推進、共生社会づくり（周南公民館） 

・地域団体と連携した学習の機会づくり（小糸公民館） 

・多世代交流の機会づくり（清和公民館） 

・史跡や伝説、自然、生活文化等の地域資源を生かした地域づくり（小櫃公民館） 

・デジタル社会への対応（上総公民館） 

・現代社会に対応する新たなサービスの展開（中央図書館） 

・地域固有の題材を活用した地域のアイデンティティを高める取組（久留里城址資料館） 

 

（２）各機関の課題意識 

・活動を通じたつながりづくり 

・ＩＣＴの活用にあたっての機器整備状況、職員のスキルへの依存 

・参加者への情報発信、ニーズの把握 

・参加者の交通手段の課題（アウトリーチ型学習の可能性） 

・学習機会の継続性、発展性 

 

３．協議の視点 

①各社会教育機関の成果と課題、実践の広がり、深まりといった視点も踏まえた評価 

 

 

 

②コロナ禍とオンライン活用という要素が加わった中で、今日における、課題解決のために

どのような内容・方法の社会教育活動が必要か 

 



コ ミ ュ ニティ ・ スク ール推進事業 

周西南中学校区地域学校協働本部 

令和４ 年４ 月～ 

 生涯学習文化課では、学校運営協議会と 地域をつなげる仕組みをつく ろう と 地

域学校協働本部の立ち上げの支援を図り 、５ 月１ ４ 日に設立総会が実施さ れ活動

が始まっ た。  

 月例会に出席し 、 協働本部の主体性を尊重し つつ、 助言等を行っ ている。  

 

  

 

 

地域学校協働本部は、 学校運営協議会の協議に基づき、 地域と 学校が連携、 地

域全体で未来を担う 子ども たちの成長を支えていく ために、 本部活動、 学校支援

部会、 地域交流部会、 広報部会を置いて、 それぞれ取り 組みを進めている。  

小中学校の木の伐採や環境美化、地域住民と 子ども たちについて語り 合う「 し

ゃべり 場」 などに取り 組んでいる。  

成果 

学校を核と し た地域づく り 、地域と 共にある学校づく り を目指すための第一歩

を踏み出すこ と ができたこ と は大きな成果である。  

また、 設立後、 コ ロナ禍で活動を進める難し さ はあるも のの、 いま、 できるこ

と に工夫をし つつ、 取り 組みを進めるこ と ができているこ と も 成果である。  

課題 

協働本部の認知度を どのよう に高めていく こ と ができ るかが課題になっ てい

る。 また、 取組を通じ て、 地域の人のつながり づく り にどのよう に取り 組んでい

く こ と ができるか引き続き工夫を図っ ていく 必要がある。  

 

協働本部の話し 合いの様子 環境美化活動（ 学校敷地の木の伐採） 
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コ ミ ュ ニティ 活性化事業 

第５ ８ 回君津中央公民館文化祭 

特別企画「 超ご近所検定 半径数キロウルト ラ ク イ ズ王決定戦」  

令和４ 年１ １ 月３ 日（ 木・ 祝） 小学生までコ ース（ 午前１ １ 時から １ ２ 時まで）  

              年齢無制限コ ース（ 午後２ 時から ３ 時まで）  

 みんなで集まる形式と し ては３ 年ぶり の開催と なる文化祭のメ イ ンテーマ「 こ

れから につながる第一歩」 のも と 、「 一歩外に出ら れる・ 誰かと つながれる機会

の再生」 を今年の目的に掲げ、 特別企画を実施し た。  

 特別企画は、目的に沿い、子ども から 大人まで誰も が楽し めるも のにするべく 、

君津中央公民館対象エリ ア（ ＝ご近所） にこ だわり 抜いたク イ ズ大会を実施する

こ と にし た。  

地域住民等 

1 回  

小学生までコ ース 参加者３ ６ 名（ 会場３ ５ 名、 リ モート １ 名）  

年齢無制限コ ース 参加者４ ８ 名（ 会場４ ０ 名、 リ モート ８ 名）  

自治会回覧、 ポスタ ー掲示 

年齢で参加コ ースを分け、 会場、 リ モート 参加でき るハイ ブリ ッ ド 形式で実施

し た。  

地域資料や取材をも と に、 地域の歴史や偉人などのほか、 普段目にし ている建

物や踏切など身近なも のを問題にし た。 ク イ ズを通じ て、 普段何気なく 見ている

まちを改めてみつめる機会をつく るこ と で、 ご近所の良さ に気付き、「 誰かに話

し たく なる」、 そのよう な問題作り に努めた。  

ク イ ズは４ 択ク イ ズと ○×ク イ ズと し 、参加者が最後まで楽し んで取り 組める

よう に工夫を図っ た。  

成果 

実行委員と 職員が多く の会議を重ね、 丁寧に企画を作り 上げるこ と ができた。 

また、 コ ロナをきっ かけに、 身近な範囲でのつながり や関係性をどのよう に意

識するのかと いう 課題に直面し た中で、「 ご近所」 と いう 極めて限定的な題材を

テーマに掲げ、 実行委員も が楽し く 地域について触れ、 当日１ ０ ０ 名近く の参加

があっ たこ と が成果である。  

課題 

 映像編集や機材など、 一部職員に負担がかかる場面があっ た。 また、 ク イ ズを

通じ て得たつながり を今後の様々な実践にどのよ う につなげていく のかについ

ても 課題であると 感じ ている。  
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コ ミ ュ ニティ 活性化事業 

第２ ６ 回八重原地区ふれあい文化祭 

令和４ 年１ １ 月１ ２ 日（ 土）・ １ ３ 日（ 日）  

地域住民、 学校等、 公民館利用者及び主催事業参加者の学習・ 文化・

スポーツ活動の発表・ 交流の場と し て開催し 、 地域文化の発展と 地域づ

く り に寄与する。                                  

地域住民等 

1 回                 

約 2, 700 人 

自治会回覧、 ポスタ ー掲示 

メ イ ンテーマ「 輝け八重原！はばたけ未来へ！」 サブテーマ「 4 年ぶり 地域の

人と 元気な出会い」 を掲げ、 台風、 コ ロナ禍による中止を経て 4 年ぶり の開催と

なっ た。  

 

◆作品展示・ 活動紹介 〔 参加団体 1２ 〕  

サーク ル、 地域内幼・ 保・ 小・ 中・ 特支の作品展示、 自主事業活動紹介 

◆催し 物〔 参加団体５ 〕  

◆音楽・ 芸能発表〔 参加団体２ ０ 〕  

◆映像発表〔 参加団体 1２ 〕  

コ モンスペースにてモニタ ーで上映 

◆その他 

探訪ク ロスワード ク イ ズ 

ふるさ と かるた・ 廃油石鹸販売 

消防団車両展示 

成果 

コ ロナ禍での制約が続く サーク ル・ 団体活動を支援するため、 また、 発

表・ 催し 物への参加が難し いサーク ルの参加を保障するために、 映像での

発表を募り 、 サーク ル・ 団体自身が用意し た映像の他、 職員が活動状況等

を撮影、 編集し た映像を館入口近く のコ モンスペースで上映し 、 多く の来

館者に観ても ら い、 好評を得た。  

課題 

撮影・ 編集機器、 ソ フ ト などの一部を職員の私物に頼る状況にあり 、 継

続し て実施できる保障がない。  
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課題解決学習推進事業 

学び直し 支援事業「 日本語ひろば」  

令和４ 年７ 月～３ 月 

君津市総合計画 多文化共生「 あら ゆる国々の人にと っ て住みやすいまちづく り 」  

・ 外国人住民と 、 日本人住民がと も に学び、 活動し 、 交流を深める場。  

・ 外国人住民の生活支援（ 生活に必要な学び、会話上達）、 地域参画のきっ かけづく

り と し て。  

主に君津市在住・ 在勤・ 在学の外国人と ボラ ンティ ア 

全７ 回 

１ ２ 月まで延べ３ ４ 名参加（ ボラ ンティ ア入れず）  

チラ シ配架、 国際交流協会、 民間日本語学校、 地元企業等に配付 

・ 令和３ 年度、 ボラ ンティ ア養成講座と し て「 多文化共生のまちづく り 講座」 実施、

３ ５ 名が参加。  

・ ６ 月にボラ ンティ アを組織、 企画会議を実施 

・ ７ 月から １ ～２ か月に１ 回実施 

内容： 茶道体験、 軽スポーツ、 書道体験、 防災学習、     

海苔巻きづく り 、 お花見 

 

＊現在１ ５ 名のボラ ンティ アが交代で各回参加。  

＊参加者はベト ナム、 フ ィ リ ピン、 スリ ラ ンカ 、 ミ ャ

ンマー、 タ イ など毎回様々。 就労、 留学の方が多い。  

＊体験の後に交流の時間を持つよう にし ている。  

例： 海苔巻き づく り の後に、「 好きな食べ物」 でト ーク  

成果 

・ 関連団体・ 機関、 企業等と の協力体制を作るこ と ができた。  

・ 参加者から は「 楽し かっ た」「 また参加し たい」 と 概ね満足度は高い。  

課題 

・ まだ常連の参加者になっ ても ら えるまでには至っ ていない。 ニーズを掴むのが難

し いが、 為になる・ また来たいと 思える内容を目指し たい。  

・ 車を持っ ていない参加者が多い。 他の施設等で実施するこ と も 検討し たい。 

・ 周知方法を広げる。Facebook（ Twi t t er より 使う ら し い） なども 活用し たい。 

 

 

9/3 防災学習 

10/2 書道体験 
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課題解決学習推進事業 

学校卒業後の障害者の生涯学習支援事業「 モルッ ク 体験会」  

令和 4 年 10 月 13 日（ 木）    会場： たびだちの村 

障害者が自身の生活地域で生涯にわたり 学び続けるこ と ができる環境を整え、 

共生社会を推進する。  

①新し いスポーツを体験し 、 体を動かすこ と を楽し む。 ( 参加者)  

②地域の施設と 公民館が連携し 、 障害を 持つ方の学習機会の場作り に取り 組

む。 ( 主催)  

たびだちの村の利用者 

参加者： 10 名 他スタ ッ フ 等９ 名  

（ 事前学習会： リ ーダー層向モルッ ク 体験会： 令和 4 年 5 月 15 日( 日) 37 名参加） 

たびだちの村を通じ てお知ら せ 

コ ロナ禍以降の地域と の繋がり や活動の再活性化を検討する中、千葉県教育委

員会「 学校卒業後の障害者の生涯学習事業」 の打診を機に、 地域の様々な機関や

人々と の関係の再構築を目指し て取り 組んだ。  

事業実施にあたっ ては、 周南地区にある障害者施設「 たびだちの村」 と 連携。

施設側でも 地域外と の交流機会や利用者の運動機会の減少が課題と なっ ていた。 

そこ で、 11 月に周南地区内で開催さ れる「 第 1 回ふれあいスポーツ大会」 への

参加を視野に、 競技種目であるモルッ ク の体験に取り 組んだ。  

講師は君津モルッ ク 協会に依頼し 、ゲームの基本ルールや投げ方などについて

指導を受けた。 その後、 施設利用者と 施設スタ ッ フ 、 運営側スタ ッ フ の 2 グルー

プに分かれ、 それぞれ練習、 ゲームを体験し た。 当日は雨天だっ たため、 たびだ

ちの村の部屋を借用し て実施し た。  

参加者から「 楽し かっ た」「 またやっ てみたい」 と いう 感想を頂いた。 また、 た

びだちの村職員から は「 コ ロナの影響で外部から 講師を招く 機会が減っ ていたの

で、 こ のよう な機会があるのは嬉し い」「 手足が自由に動かせない利用者も いる

ので、 そう いっ た方たちも 楽し めるも のがあれば、 ぜひ参加し たい」 と いう 感想

を頂いた。  

成果 

・ 地域の施設と の関わり の再構築につながっ た。  

・ 様々な障害を持つ方の生涯学習について、 公民館と し てできるこ と は何かを模

索するきっ かけと なっ た( 次年度も 継続) 。  

課題 

・ 自宅にいる障害を持つ人のニーズ把握、 情報発信、 交通手段の確保。  

・ 地域の中での学びの場づく り （ 例： 公民館定期利用サーク ルに対し て、 障害者

の生涯学習への理解や参加を促す投げかけ等の必要性）。  
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青少年教育事業 

チャ レンジスク ール 

令和４ 年９ 月１ ８ 日（ 日） ～令和５ 年２ 月１ ９ 日（ 日）  

学校や家庭では体験できないこ と に挑戦し 、参加者同士が交流を図る中で協調

性を養う 。 小糸公民館と 小糸地区青少年相談員の共催事業と し て実施。  

担当職員 1 名では行えない取り 組みを青少年相談員と 連携するこ と で、内容の

充実や細部に目の届く 、 より 細やかな事業運営を行う こ と が出来る。  

公民館一部休館中の状況を考慮し 、 野外活動、 旧小糸小での活動など公民館を

利用し なく ても 行う こ と ができるよる工夫し た。  

小糸小学校３ 年生～６ 年生 

全５ 回 ３ ４ 名（ ３ 回実施）  

チラ シ 

第 1 回 ペッ ト ボト ルロケッ ト を飛ばそう  → 雨天により 中止 

 

第２ 回 ディ キャ ンプで楽し も う  

     カ レー作り 、 モルッ ク 大会 

     夏休みのコ ロナまん延により 、 子ども キャ ンプを中止し たため、 子ど

も 達の希望と 青少年相談員の野外活動のスキルアッ プも 目的に、 チャ レンジスク

ールで代替え的にディ キャ ンプを行っ た。  

 

第３ 回 ペッ ト ボト ルロケッ ト を飛ばそう  

     一部参加者の母校でも ある旧小糸小を活用し 、 事業を行っ た。  

成果 

活動場所などに制限がある中で、 可能な範囲で工夫し て、 事業を行えたこ と は成

果であっ た。  

新たに委嘱さ れた地区青少年相談員と 連携し 、事業に取り 組めたこ と も 成果と し

て大きい。  

課題 

急な変更（ コ ロナ等による中止） にも 対応でき るよう 、 より 連絡体制を密にし て

いき たい。  
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課題解決学習推進事業 

高齢者学級 

令和４ 年１ １ 月２ ２ 日（ 火）  

レ ク リ エーショ ン スポーツ を 通じ て競技を 楽し むと と も に人間関係を

深める。 地域の高齢者と 小学生と の交流を通し てお年寄り に対する尊敬

の念や親愛の情を深めると と も に、 高齢者の健康維持につながるよう 努

める。  

清和地区在住６ ０ 歳以上の男女 

１ 回 

２ ３ 名 

登録会員への参加募集用紙の配付 

地元の清和小学校児童と グラ ウンド ゴルフ を行う 。  

 

約３ 年ぶり に開催し た「 多世代交流グラ ウンド ゴルフ 」 に清和小学校

児童、 高齢者学級参加者など約７ ０ 人がプレーし た。  

コ ロナ禍で外出する機会も 減少し 、 小学生と の交流も あまり ない状況

が続いていたが、 当日は晴天にも 恵まれ、 子ども も 大人も いきいきと グ

ラ ウンド ゴルフ を楽し んでいた。  
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課題解決学習推進事業 

小櫃まるごと 博物館構想事業 

通年 

本事業は、 小櫃・ 上総地区公民館運営審議会意見書「『 子ども 、 若者、 高齢者

など、誰も が地域で暮ら し 続けら れるふるさ と づく り に寄与する公民館事業』 の

実現に向けて」（ 平成３ １ 年３ 月） を踏まえ、小櫃地区に点在する史跡や伝説（ 伝

承）、 自然、 生活文化等の地域資源をも と に、 丸ごと 博物館にするいわゆる「 エ

コ ミ ュ ージアム」 実現のためのも のである。  

こ れにより 、 小櫃地区住民（ 元住民も 含む） にと っ て郷土への誇り と 愛着をも

てる取り 組みと する。  

地域住民のほか、 小櫃地域を離れた方も 対象 

動画 6 本作成（ YouTube 総再生回数 1998 回視聴 ＊本資料作成時）  

自治会回覧、 君津市 HP、 館内ロビーにて上映、 小櫃学での紹介 

こ れまで小櫃地区で取り 組まれている地域学習講座「 小櫃学」、 住民主体の長

谷川ホタ ル谷フ ェ スタ 、 おし ゃべり ウォ ーク などを基盤にし ながら 、 I CTを活用

するこ と でオンラ イ ンと オフ ラ イ ンを有機的に結び付けていく 。  

①地域資源の映像化→②君津市公式 YouTube チャ ンネルで配信→③史跡付近の

看板に QRコ ード を表示し 、 現地で映像による学習ができるよう にする 

令和 4 年度作成動画（ YouTube「 ＃小櫃まるごと 博物館」 で検索）  

・  長谷川ホタ ル谷フ ェ スタ 2022： 小櫃小 3 年総合的な学習の時間でも 活用 

・  小櫃の四季： 地元写真家より 定点撮影写真を提供 

・  白山神社の神楽： コ ロナ禍で中止が続き神楽の担い手である青年会が解散し

た地区も あり 、 映像と し て記録し 、 復活への醸成作り を期待 

・  舩塚山のサク ラ ： 令和元年台風で倒木し たサク ラ を写真スラ イ ド で偲ぶ 

・  白山神社古墳：「 小櫃学」 ( 10/16) で扱っ た題材を映像化。 ド ローン撮影 

・  戸崎古墳群：「 小櫃学」（ 10/16） で扱っ た題材を映像化。 ド ローン撮影 

感染拡大の余波に左右さ れるこ と なく 、地域を散策し 、現地での学習補助と し

て小櫃まるごと 博物館の動画が活用さ れる仕組みを構築するこ と ができた。  

事業の推進にあたっ ては、助言的立場の「 構想推進員」と 実際に運営を担う「 構

想運営員」 の 2 段体制で運営を進めている。 今後も「 小櫃学」 と 連動し ながら 構

想運営員の拡充を進めていく 。  

今後の展望と し て、ウィ ズコ ロナのなかでも 徐々に復活し ていく 地域行事等の

映像記録化を進めていきながら 、地域を歩く イ ベント「 おし ゃべり ウォ ーク 」（ 小

櫃地区体育協会） での活用や観光資源の磨き上げに結び付けていく 予定。  
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課題解決学習推進事業 

サーク ルリ ーダーＩ Ｃ Ｔ 講習会 

令和４ 年７ 月３ １ 日（ 日） 午前９ 時３ ０ 分から １ ２ 時 

 高齢化や役員の担い手不足、コ ロナ禍での活動自粛等を理由に、上総公民館の

定期利用サーク ル（ 分館含む） は減少傾向にある。 公民館サーク ルや地域団体の

役員を対象に、サーク ル活動に役立つＳ Ｎ Ｓ（ ソ ーシャ ルネッ ト ワーキングサー

ビス） の活用方法を学習する機会を提供し 、 役員の負担軽減や、 コ ロナ禍での対

面を避けた活動の実施につなげるこ と で、サーク ル活動の継続と 活性化を支援す

る。  

サーク ル・ 団体の役員やテーマに関心のある方 定員 30 名 

１ 回 １ ２ 名（ ３ 月に第２ 回を実施予定）  

自治会回覧 

入門編 

Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ アプリ の使い方（ 友達登録・ グループの作成等）  

講師： きみぱそく ら ぶ（ 生涯学習交流センタ ーＩ Ｔ 講習会協力団体）  

・ 友達登録の方法 

 ・ 隣の人と 友達登録 

 ・ グループの作り 方 

 ・ ２ 人のグループを作っ て練習 

 ・ グループ通話 

 ・ 後始末（ グループの削除、 友達の削除など）  

満足度調査では、 90％以上が「 大いに役に立っ た」「 役に立っ た」 と 回答し て

おり 、Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ アプリ のグループ機能を所属団体で活用し たいと の回答があっ た

こ と から 、サーク ル・ 団体活動に学習成果を活用するための基礎知識の習得と 気

運の醸成はできたと 考える。  

今後、 各団体でのＩ Ｃ Ｔ 利活用を継続し て支援するために、 応用編や、 入門編

の復習（ 同じ 内容を実施） 等を検討し ていく 。  
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中央図書館「 知の拠点化」 推進事業 

電子書籍サービスの普及啓発事業 

令和４ 年５ 月から 令和５ 年３ 月 

非来館で利用できる電子書籍サービス及び電子雑誌閲覧サービスについて、普及

啓発を図る。  

一般成人。特に子育て世代や公共交通機関で移動する機会がある人、パソ コ ンや

スマート フ ォ ンの利用について活用に意欲のあるシニア世代等。  

家庭教育学級でのＰ Ｒ  ２ 回／スマホ講座でのＰ Ｒ  ７ 回 

市広報・ Ｓ Ｎ Ｓ （ 電子書籍アンケート ）  

◆コ ミ ュ ニティ バス車内及び高速バス待合室へのポスタ ー掲示 

◆公民館で実施し ているスマホ講座、 幼児家庭教育学級での本サービスのＰ Ｒ  

◆電子書籍のコ ンテンツの充実を図るための市民アンケート の実施 

 （ 令和４ 年７ 月１ 日～８ 月２ １ 日実施）  

 

令和４ 年４ 月以降の電子書籍サービス新規登録者数・ ・ ・ ３ ４ ５ 人 

（ う ち、 スマホ講座での登録者数１ ６ 人）      （ R4. 12 月末現在） 

令和４ 年４ 月～１ ２ 月の電子書籍サービス貸出点数・ ・ ・ ２ ， ０ ２ ２ 点 

 

アンケート 結果を反映さ せた電子書籍コ ンテンツの収集。  

・ アンケート 回答者数： ３ ３ ７ 人 

・ 令和４ 年度購入コ ンテンツ数・ ・ ・ ３ ０ ８ 点 
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企画展示事業 

令和 4 年度企画展「 不思議な水の穴 –川廻し ・ 二五穴・ 上総掘り -」  

９ 月 13 日（ 火） ～12 月 11 日（ 日）  

水を導く 「 穴」が特徴の「 川廻し 」「 二五穴」「 上総掘り 」は、 全国的にも ユニー

ク な技術や設備である。展示は市制施行５ ０ 周年記念「 名水サミ ット i nきみつ」と 同

時開催し て広く 周知し 、 関心や理解を深める機会と し た。  

例年の企画展に共通する目的ではあるが、 地域の資料や事象を調査・ 記録し 、

成果を展示・ 紹介するこ と により 、 地域のアイデンティ ティ を深め、 活性化が行

われる際にはその基礎情報にできる事業を目指し ている。今年度の３ つの個性的

な水利用は、過疎・ 高齢化・ 農業の後継者等の課題を持つ地域のテーマと し ても 、

意識し て取り 組んだも のである。  

一般（ 成人向けの内容・ 表記）  

会期 75 日 

入館者数 4, 366 人  

広報きみつ、 定例記者会見、 資料館だより 、 ポスタ ー、 チラ シ等 

展示は 4 つの単元（ 自然環境と 地質・ 川廻し ・ 二五穴・ 上総掘り ） に沿っ て、

写真・ 古文書・ 道具などを紹介し 、 併せて関連事業を行っ た。  

感染症への配慮と し て、密集する展示解説を避けて公民館での座学の「 出張解

説会」 を実施し 、 関連事業は屋外中心に実施するなど工夫し た。  

 

 

 

 

 

 

 

１ 「 川廻し 」「 二五穴」 パンフ レッ ト の作成 

学術・ 観光の両面から 近年注目さ れる２ つのテーマについては、こ れまで概観

でき る資料がなかっ たため、今後の日常的な活用も 踏まえたパンフ レッ ト を作

製し た。 データ での公開やアク セスの整備は、 関係者の意向や予算、 業務状況

を勘案し ながら 今後の展開と し たい。  

２ 「 資料館が遠い市民」 への視点 

 感染症対策と し て出張解説会を君津中央公民館などで実施し たこ と で、「 資料

館まで足が向かない」 市民へ向けても 企画展を紹介・ 解説する事ができた。 一方

で、実物資料の持つ豊かな情報を参加者が主体的に得るこ と は難し い。コ ロナ後

の展望と 課題が見えた解説会であっ た。  
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